
興隆学林紀要 第 8号

『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交

（
三
）

―

春

属

妙

に

つ

い

て

―

株

橋

隆

真

中
国
の
南
北
朝
時
代
に
於
て
は
、
仏
教
に
よ
る
救
済
を
次
第
に

「感
応
」
と
い
う
形
で
捉
え
、
種
々
の
議
論
を
為
し
た
が
、
特
に
隋
の

天
台
智
顎

（五
三
八
～
五
九
七
）
に
至
っ
て
、
「感
応
道
交
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
た
。

因
み
に

「感
応
道
交
」
と
は
、
衆
生
の

「
感
」
と
仏
の

「応
」、
即
ち
衆
生
の
機
感
と
仏
の
応
同
が
互
い
に
働
き
か
け
、
巧
み
に
交
通

し
合
う
こ
と
を
い
い
、
こ
の
よ
う
に
天
台
智
顎
は
、
必
ず
修
道
に
よ
っ
て
成
仏
し
て
ゆ
く
衆
生
の
働
き
か
け
と
、
同
時
に
そ
れ
に
対
し
て

仏
が
導
こ
う
と
す
る
化
他
の
実
践
と
の
双
方
が
完
備
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
働
き
か
け
だ
け
で
は
、
仏
と
衆
生
と

の
間
に
は
救
済
は
完
成
し
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
天
台
智
顎
の
感
応
論
を
考
察
す
る
場
合
、
「感
」
と

「応
」
と
い
う
衆
生
と
仏
と
の
両
側
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
不
可
欠
に

な
る
と
言
え
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
天
台
智
顎
の
感
応
の
論
理
に
基
づ
き
、
「感
」
の
側
面
、
即
ち
化
益
を
受
け
る
所
化
た
る
衆
生
の

側
の

「春
属
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
『法
華
玄
義
』
（以
下

『玄
義
』
と
略
称
）
の
所
説
に
沿
っ
て
少
し
く
検
討
し
、
仏
の
春
属
を

ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
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『法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し

（　一　）

さ
て
、
「春
属
」
と
は
、　
一
般
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語
「
鶴
オ
甲
”
の
訳
で
、
「春
」
と
は
親
愛
、
「属
」
と
は
隷
属
で
、
歴
史
上
の
釈

尊
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
人
々
、
例
え
ば
仏
弟
子
や
仏
の
親
族
を
い
う
と
さ
れ
る
。

『大
智
度
論
』
で
は
こ
れ
を
、

如
下
釈
迦
文
仏
未
二出
家
一時
、
車
匿
給
Ｆ

優
陀
耶
戯
笑
、
題
毘
耶
耶
輸
陀
等
諸
媒
女
為
二内
春
属
一。
出
家
六
年
苦
行
時
五
人
給
待
、

得
道
時
弥
喜
羅
陀
須
那
刹
多
羅
阿
難
密
跡
力
士
等
是
名
二内
春
属
一。
大
春
属
者
、
舎
利
弗
目
健
連
摩
訂
迦
葉
須
菩
提
迦
梅
延
冨
棲
那

阿
泥
慮
豆
等
諸
聖
人
、
及
弥
勒
文
殊
師
利
跛
陀
婆
羅
諸
阿
毘
跛
致

一
生
補
処
菩
薩
等
、
是
二名
大
春
属
一。

等
と
、
内
春
属

・
大
春
属
に
分
類
し
て
、
前
者
に
は
、
出
家
以
前
の
車
匿
等
、
又
、
苦
行
の
時
の
五
人
の
給
待
、
或
は
、
得
道
の
時
の
阿

難
等
が
属
し
、
後
者
に
は
、
舎
利
弗

・
目
連
等
の
諸
聖
人
、
そ
し
て
弥
勒

・
文
殊
等
の

一
生
補
処
の
諸
菩
薩
が
属
す
る
と
し
て
い
る
。

又
、
善
導
は
、

一
者
在
家
春
属
、
二
者
出
家
春
属
。
言
二在
家
一者
仏
之
伯
叔
有
二其
四
人
一。
仏
者
即
是
白
浄
王
見
、
金
毘
者
白
飯
王
兄
、
提
婆
者
斜

飯
王
見
、
釈
魔
男
者
是
甘
露
飯
王
兒
、
此
名
二在
家
外
春
属
一也
。
言
二出
家
春
属
一者
、
与
レ仏
作
二弟
子
一故
名
二
内
春
属
一也
。

と
、
仏
に
は
在
家
の
春
属
と
、
出
家
の
春
属
の
二
種
が
あ
り
、
前
者
は
仏
の
伯
叔
に
四
人
あ
る
の
を
在
家
の
外
春
属
と
名
づ
け
、
後
者
は

仏
弟
子
を
指
し
、
こ
れ
を
出
家
の
内
春
属
と
名
づ
く
と
し
て
い
る
。

以
上
の
二
説
は
、
い
ず
れ
も
仏

（釈
迦
仏
）
と
何
が
し
か
直
接
関
係
の
あ
る
人
々
を
指
し
て
春
属
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
天

台
智
顎
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
『玄
義
』
の
春
属
妙
段
の
来
意
を
述
べ
る
中
で
、
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天
性
親
愛
故
名
レ春
、
更
相
臣
順
故
名
レ属
。

と
、　
一
般
的
な
解
釈
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
示
し
な
が
ら
、

若
無
レ説
而
已
。
説
必
被
レ縁
。
縁
即
受
レ道
人
也
。
已
受
レ道
故
即
成
二春
蔵
雫

と
述
べ
、
広
く
教
え
を
聞
き
、
道
を
受
け
る
人
を
仏
の
春
属
と
考
え
、
よ
り
普
遍
的
に
春
属
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
仏

と
の
直
接
の
交
渉
が
あ
る
か
否
か
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
天
台
智
顎
の
い
う
天
性
と
は
、

馨
如
二父
母
遺
体
攪
レ此
成
レ身
得
フ為
二天
性
７

と
い
う
よ
う
に
、
仏
の
親
族
や
直
接
の
弟
子
で
な
く
と
も
、
そ
の
教
え
に
触
れ
、
道
を
受
け
る
者
は
、
恰
か
も
父
母
の
体
を
撹
り
あ
つ
め

て
我
が
身
が
で
き
た
よ
う
に
、
天
性
と
し
て
仏
と
親
子
の
よ
う
な
深
い
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
戒

ｏ
定

・
慧
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
、

行
者
亦
外
。
受
戒
之
時
、
説
二此
戒
法
一授
二於
前
人
一、
前
人
聴
聞
即
得
レ発
レ戒
。　
師
弟
所
二由
生
一也
。
・‥

戒

禅
亦
如
レ是
。
授
二安
心
法
一如
レ教
修
行
、
即
得
レ発
レ定
。
是
為
一一我
師
一我
是
弟
子
。
‥
ｏ
定

慧
亦
如
レ是
。
説
二諸
法
門
一転
入
二人
心
一由
レ法
成
レ親
。
親
故
則
信
、
信
故
即
順
。
是
名
二春
属
一也
。
‥
・
　
慧

と
、
戒

ｏ
定

・
慧
の
三
学
に
於
て
、
師
弟
の
関
係
か
ら
も
、
仏
の
春
属
と
な
り
得
る
こ
と
を
説
明
し
、
仏
の
教
え
に
縁
を
結
び
、
そ
の
後

に
信
順
す
る
春
属
の
側
面
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
天
台
智
顎
は
、
春
属
を
五
種
に
分
け
て
論
じ
、
そ
の
中
第

一
の
理
性
春
属
の
章
に
於
て
、

理
性
春
属
者
、
衆
生
如
仏
如

一
如
無
■
一如
一。
理
性
相
関
、
任
運
是
一
α

と

い
い
、
さ
ら
に
、

故
云
我
亦
如
レ是
。
衆
聖
中
尊
世
間
父
。　
一
切
衆
生
皆
是
吾
子
。

『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交
公
じ
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『法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し

と
、
『法
華
経
』
善
喩
品
の
文
に
よ
っ
て
、
仏
と
衆
生
の
理
性
の
一
如
な
る
こ
と
、
即
ち
、
本
来
的
に
仏
と
衆
生
の
間
に
父
子
関
係
が
成

り
立

つ
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
文
で
は
、

此
是
理
性
。
不
レ関
二
結
縁
不
結
縁
一、
皆
是
仏
子
也
。

と
、
こ
れ
ま
で
ど
は
い
さ
さ
か
違
っ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
文
ま
で
は
仏
と
の
結
縁
を
機
に
、
信
順
す
る
春
属
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
か
ら
は
結
縁
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
父
子
相
関
の
よ
う
な
春
属
が
成
立
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
業
生
春
属
で
さ
ら
に
推
し
進
ん
で
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

但
衆
生
理
論
皆
子
、
而
飲
二他
毒
薬
一、
有
二失
心
者
不
失
心
者
一。
不
失
心
者
拝
脆
問
訊
、
求
二索
救
護
一、
与
レ薬
即
服
。
故
於
二大
通

覆
講
一説
二妙
法
華
一、
得
レ結
二大
乗
父
子
一。
其
失
心
者
、
雖
レ与
二良
薬
一而
不
二肯
服
一、
流
二浪
生
死
一逃
二
逝
他
国
一。
即
起
二方
便
一、

或
作
一一三
蔵
結
縁
一、
説
二生
滅
之
法
一、
或
作
二通
教
結
縁
一、
説
二無
生
之
法
一、
或
作
二
別
教
結
縁
一、
説
二
不
生
生
恒
沙
仏
法
一、
或

作
二
円
教
結
縁
一、
説
二不
生
不
生

一
実
相
法
一。
若
信
若
謗
因
倒
因
起
。
如
二喜
根
雖
レ謗
後
要
得
フ（ぽ
。

等
と
述
べ
、
理
性
と
し
て
生
仏
不
二
と
は
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
、
各
々
の
機
根
に
よ
っ
て
、
仏
縁
を
持
ち
な
が
ら
も
、
信
順
す
る
者
も

あ
れ
ば
誹
謗
す
る
者
も
あ
り
、
或
い
は
無
関
心
な
者
も
あ
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
機
縁
に
対
し
、
方
使
を
用
い
て
蔵
通
四
円
の
四
教
と
い
っ

た
差
別
の
あ
る
化
導
を
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
度

・
未
得
度
、
又
は
善
悪
の
別
な
く
仏
所
に
受
生
し
た
者
た
ち
す
べ
て
を
、
春
属
で

あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
の
願
生
春
属
や
、
第
四
の
神
通
生
春
属
の
よ
う
に
、
業
縁
に
よ
ら
ず
宿
世
の
結
縁
を
得
た
者

が
、
今
ま
た
再
び
自
ら
の
願
力
に
よ
っ
て
仏
所
に
受
生
す
る
こ
と
や
、
先
世
の
仏
と
の
値
遇
に
よ
り
発
心
し
て
自
ら
神
通
力
を
得
、
そ
れ

に
よ
っ
て
分
段
生
死
の
身
な
が
ら
我
が
分
身
を
仏
所
に
受
生
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
春
属
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
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（
一　一）

と
こ
ろ
で
、
天
台
智
顎
は
別
教
や
円
教
と
の
結
縁
に
よ
っ
て
、
無
明
を
破
し
て
法
身
を
証
し
た
菩
薩
が
、
所
居
の
実
報
土
か
ら
来
生
し

て
、
分
段
身
と
し
て
出
現
し
た
釈
迦
仏
の
下
に
春
属
と
な
る
の
を
応
生
の
春
属
と
い
っ
て
、
五
種
の
分
類
の
最
後
の
第
五
番
目
に
挙
げ
て

い
る
が
、
法
身
の
菩
薩
が
何
故
わ
ざ
わ
ざ
今
世
に
応
身
受
生
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
法
身
惑
除
理
顕
、
何
故
受
レ生
。
答
応
身
受
生
其
意
有
レ
三
。　
一
為
レ熟
レ他
、
二
為
二自
熟
一、
三
為
二本
縁
∵

と
、
つ
ま
り
そ
れ
に
は

一
、
熟
他

・
二
、
自
熟

・
三
、
本
縁
と
い
う
二
つ
の
理
由
が
あ
る
と
い
い
、
第

一
の
熟
他
と
は
他
を
利
益
し
、
調

熟
す
る
た
め
に
応
生
す
る
こ
と
で
、
前
の
業
生
の
衆
生
は
善
根
が
微
弱
な
た
め
自
ら
発
心
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
諸
々

の
利
根
の
菩
薩
は
す
で
に
得
道
し
て
法
身
を
得
た
が
、
彼
の
衆
生
の
迷
間
を
憐
れ
ん
で
慈
悲
の
力
を
以
て
応
生
し
、
二
十
五
有
に
入
り
て

師
と
な
り
、
彼
等
を
導
い
て
仏
所
に
向
か
わ
し
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『雑
宝
蔵
経
』
に
、
摩
耶
は
過
去
世
に
鹿
女
夫
人
で

あ

っ
た
時
、
千
葉
の
蓮
華
を
生
み
、
そ
の
中
に
千
人
の
小
児
が
い
て
、
賢
劫
に
千
仏
と
な
っ
た
と
い
う
故
事
や
、
『
法
華
経
』
授
学
無
学

人
記
品
に
お
い
て
羅
喉
羅
が
授
記
さ
れ
る
時
、
仏
か
ら
、

常
為
二諸
仏
一而
作
二長
子
一、
猶
如
人
「也
。

と
説
か
れ
た
こ
と
な
ど
に
因
ん
で
、

摩
耶
是
千
仏
之
母
、
浄
飯
是
千
仏
之
父
、
羅
喉
羅
千
之
子
。

で
あ
る
と
し
て
、
彼
ら
は
み
な
業
生
春
属
と
い
う
よ
り
、
法
身
菩
薩
の
応
身
と
し
て
釈
迦
仏
の
父
母
妻
子
と
な
る
た
め
に
受
生
し
た
と
見

て
い
る
。
何
故
な
ら
、
単
な
る
凡
夫
が
仏
の
父
母
等
の
春
属
に
な
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て
あ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

，ｎノ。

『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交
公
じ
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『法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し

故
に
、

諸
親
族
等
、
皆
是
大
権
法
身
上
地
。
豊
有
二
凡
夫
一能
懐
二
那
羅
延
菩
薩
一職
。

と
い
っ
て
、
仏
の
親
族
等
の
春
属
に
な
り
得
る
の
は
、
法
身
菩
薩
の
よ
う
な
勝
れ
た
機
根
の
み
可
能
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
声
聞
弟
子
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
え
ば
、

諸
声
聞
等
悉
内
秘
外
現
、
示
三衆
有
一一三
毒
一実
自
浄
二仏
範
一。

と
、
舎
利
弗
や
富
模
那
等
の
声
聞
弟
子
た
ち
は
過
去
世
に
大
乗
経
を
聞
く
と
い
う
結
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
経
説
や
、
富
模
那
た
ち
の
よ
う

に
菩
薩
行
を
内
に
秘
め
て
外
に
声
間
を
現
じ
な
が
ら
、
実
に
自
ら
仏
土
を
浄
め
、
衆
生
に
三
毒
あ
り
と
示
し
て
方
便
を
現
じ
衆
生
を
済
度

す
る
と
い
う
経
説
な
ど
か
∞
、
こ
れ
ら
も
応
生
の
春
属
で
み
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
外
道
の
怨
悪
、
誹
謗
な
ど
に
つ
い
て
も
法
身
の
所
為
で
あ
る
と
い
い
、

調
達
是
賓
伽
羅
菩
薩
、
先
世
大
善
知
識
。
阿
闇
世
是
不
動
菩
薩
、
薩
遮
尼
健
是
大
方
便
菩
薩
。
波
旬
是
住
二不
思
議
解
随
一。

と
、
た
と
え
ば
提
婆
が
釈
尊
の
大
怨
敵
と
な
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
し
て
も
、
本
来
衆
生
に
対
し
て
善
法
を
説
く
釈
尊
に
実
際
に
は
怨
敵
な

ど
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
ず
、
若
し
仮
り
に
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
、
釈
迦
仏
に
は

一
切
智
や
神
通
力
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
怨

敵
を
滅
尽
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
過
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
提
婆
が
仏
に
対
し
て
逆
害
を
行
じ
た
の
は
、
他
の
衆
生
に
対

し
て
こ
の
よ
う
な
逆
害
を
犯
す
べ
か
ら
ぎ
る
こ
と
を
教
え
た
、
言
わ
ば
善
知
識
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
身
で
あ
る
賓
伽
羅
菩
薩
が
応
生
し
て

敢
え
て
大
怨
敵
の
相
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
し
て
い
る
。

従

っ
て
同
様
に
、
阿
闇
世
や
薩
遮
尼
健
も
そ
れ
ぞ
れ
不
動
菩
薩
や
大
方
便
菩
薩
の
応
生
で
あ
り
、
『維
摩
経
』
等
に
説
か
れ
る
よ
う
な

如
何
な
る
魔
波
旬
も
菩
薩
の
方
便
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
皆
熟
他
の
所
作
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

よ
つ
て
、
天
台
智
顎
は
、
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如
レ是
等
若
親
中
怨
好
悪
逆
順
、
皆
是
法
身
。
先
是
法
内
春
属
、
今
作
二応
生
春
属
一。

と
、
こ
の
よ
う
な
親
愛

・
中
立

・
怨
敵

・
好
悪

ｏ
逆
順
の
い
ず
れ
も
先
世
に
は
内
春
属
で
あ

っ
た
も
の
た
ち
が
、
今
は
他
を
熟
さ
ん
が
た

め
に
応
生
の
春
属
属
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
応
生
春
属
に
よ
る
熟
他
と
い
う
考
え
方
は
、

諸
余
の
経
典
か
ら
は
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
『
法
華
経
』
の
開
権
顕
実
、
或
は
開
述
顕
本
を
説
く
経
説
に
よ

っ
て
始
め
て
明
ら
か
に

な
る
こ
と
を
、

故
経
云
、
未
三
會
向
レ人
説
二
如
レ此
事
一。
今
経
仏
自
開
二
近
権
一顕
二
遠
実
一、
開
二
諸
春
属
述
権
一顕
二
本
実
一。
故
文
云
、
今
当
二為
レ
汝

説
二最
実
事
一。
是
名
二応
生
春
属
一熟
他
故
来
也
。

と
、
『法
華
経
』
信
解
品
や
、
薬
草
喩
品
の
文
を
経
証
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

次
に
第
二
の
自
熟
と
は
、
法
身
の
菩
薩
が
仏
道
を
邁
進
す
る
こ
と
に
は
限
り
が
な
く
、
生
身
仏
、
或
は
法
身
仏
に
従
っ
て
、
自
熟
自
成

す
る
た
め
に
応
生
す
る
春
属
を
い
い
、
例
え
ば
地
涌
の
書
薩
が
、

我
等
亦
自
欲
・得
二
是
真
浄
大
法
一、
受
持
読
誦
解
説
書
写
、
而
挙

養
之
上
。

と
、
生
身
の
釈
迦
仏
の
下
に
参
集
し
た
こ
と
な
ど
を
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
の
本
縁
と
は
、
本
師
た
る
世
尊
に
本
来
の
宿
縁
が
あ
り
、
元
々
こ
の
仏
に
従

っ
て
初
め
て
道
心
を
発
し
、
今
ま
た
応
生
し

て
こ
の
仏
に
よ
っ
て
不
退
地
に
住
し
法
身
菩
薩
と
な
る
こ
と
を
い
い
、
こ
の
よ
う
な
勝
れ
た
縁
に
牽
か
れ
て
分
段
生
死
の
身
を
以
っ
て
、

仏
事
を
施
さ
れ
る
釈
迦
仏
の
処
に
応
生
し
て
春
属
と
な
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
天
台
智
顎
は
、

猶
如
三
百
川
応
二須
朝
フ海
。
縁
牽
応
生
亦
復
如
レ是
。

と
、
ま
る
で
百
も
の
河
川
が
ひ
と
つ
の
海
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
だ
と
喩
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
台
智
顎
は
春
属
を
五
項
目
に
分
類
し
て
論
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
点
を
整
理
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
理
性
春
属

『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し
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『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し

で
は
、
仏
と
衆
生
は
本
来

一
如
で
あ
っ
て
、
結
縁

・
不
結
縁
に
拘
ら
ず
衆
生
は
皆
仏
子
で
あ
り
、
春
属
で
あ
る
と
し
、
仏
と
衆
生
が
父
子

相
関
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
業
生
春
属
で
は
、
本
来
的
に
仏
子
で
あ
る
と
さ
れ
る
衆
生
の
現
実
の
様
相
は

一
様
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
差
異
が
生
ず
る

の
は
、
衆
生
の
機
根
が
千
差
万
別
で
あ
る
か
ら
で
、
仏
の
教
え
に
直
ち
に
適
応
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
適
応
で
き
な
い
も
の
あ
り
、
そ
こ

で
方
便
と
し
て
の
蔵
等
の
四
教
を
用
い
る
必
要
性
を
示
し
、
得
度

・
未
得
度
ま
た
は
善
悪
に
拘
ら
ず
春
属
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
願
生
春
属
や
神
通
生
春
属
で
は
、
自
ら
の
堅
固
な
意
志
や
、
す
で
に
得
た
能
力
に
よ
っ
て
春
属
と
な
り
得
る
場
合
を
明
か
し
、

そ
し
て
最
後
の
応
生
春
属
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
親

・
中

・
怨

・
好
悪

ｏ
逆
順
と
い
っ
た
衆
生
の
真
実
の
相
は
、
実
は
法
身
菩
薩
で
あ
っ
て
、

熟
他

ｏ
自
熟

ｏ
本
縁
と
い
う
二
つ
の
目
的
や
、
理
由
に
よ
っ
て
受
生
し
た
仏
の
春
属
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
経
説
や
論
書
（
或
い
は
本
生
諄
、
伝
説
、
説
話
等
に
現
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
衆
生
と
釈
迦
仏
と
の
関
係
を
、
理
性

ｏ

業
生

・
願
生

・
神
通
生

・
応
生
の
五
種
の
春
属
と
い
う
範
疇
で
捉
え
、
解
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
そ
の
中
で
も
、
特
に
仏
に
対
し
て
悪
逆
を
働
く
者
た
ち
に
最
も
着
目
し
注
意
を
払
い
な
が
ら
分
析
し
て
、
そ
れ
の
真
実
の
相

を
見
い
出
そ
う
と
し
た
点
は
、
上
述
の
智
度
論
や
善
導
等
の
分
類
と
は
明
確
な
径
庭
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
一一一）

さ
て
、
こ
れ
ら
現
前
に
仏
に
対
し
て
逆
害
を
行
じ
て
い
る
者
や
、
反
仏
道
的
な
者
ま
で
を
、
仏
の
春
属
と
し
て
取
り
入
れ
る
背
景
に
は
、

一
体
如
何
な
る
理
由
が
あ

っ
た
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

（
鍵
）

此
経
説
諸
衆
生
悉
是
吾
子
、
非
二客
作
人
一。
論
二其
理
性
一無
レ非
二是
子
一、
是
名
二
理
性
春
属
妙
一。
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と
い
い
、　
一
切
の
衆
生
は
皆
悉
く
仏
子
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
先
天
的
に
仏
と
父
子
相
関
し
て
い
る
こ
と
を
根
底
に
し
て
、

一
切
有
心
皆
当
二作
仏
一。
聞
提
不
レ断
レ心
猶
有
二反
復
一。
作
仏
何
難
。
二
乗
灰
滅
、
滅
智
則
心
尽
、
灰
身
則
色
尽
。
色
心
倶
敗
、
其

於
二
五
欲
一無
レ所
二復
堪
一。
而
能
世
世
遇
レ之
尽
教
二仏
道
一。
此
則
中
間
成
熟
妙
。
今
於
二法
華
■
日得
二作
仏
一、
此
希
有
事
。

と
述
べ
る
が
如
く
、
今
こ
の
法
華
経
に
よ
っ
て

一
閲
提
も
そ
の
性
質
を
翻
し
て
仏
縁
を
得
て
作
仏
し
、
或
い
は
色
心
と
も
に
滅
尽
し
た
二

乗
さ
え
も
、
世
世
に
調
熟
さ
れ
て
普
く
作
仏
す
る
こ
と
な
ど
を
、
重
要
な
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
法
華
円
教
の
最
も
特
徴
的
な
力
用
を
、

（∞
）

最
上
医
王
変
レ毒
為
レ薬
。
能
治
二敗
種
一無
心
成
仏
、
此
則
内
外
春
属
妙
。

と
か
、
ま
た
、

法
華
能
治
、
是
如
実
之
説
。
能
治
二難
治
一此
処
則
妙
。

な
ど
と
表
現
し
て
、
断
善
根
の
者
も
無
心
の
者
も
、
す
べ
て
を
成
仏
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
た
か
も
最
高
の
名
医
が
毒
薬
を
良
薬
に
変

え
、
難
病
を
悉
く
治
療
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
は
法
華
が
真
実
の
説
で
あ
り
、
妙
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
天
台
智
顎
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
可
能
に
な
る
根
拠
と
し
て
、

若
法
華
不
レ悟
二仏
性
一、
浬
槃
不
レ応
二遥
指
一。
若
衆
生
本
無
二仏
性
一、
往
昔
結
縁
不
レ応
三教
以
二仏
道
一。
原
レ始
要
レ終
仏
性
義
明
。

と
い
っ
て
、　
一
切
の
衆
生
に
は
本
々
仏
性
が
あ
り
、
も
し
こ
の
仏
性
が
な
け
れ
ば
、
過
去
に
結
縁
し
て
教
化
す
る
の
に
仏
道
を
用
い
る
必

要
は
な
く
、
最
終
的
に
成
仏
を
得
る
の
は
や
は
り
仏
性
が
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ
、
仏
性
の
存
在
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
の
仏
性
が
確
定
す
る
の
は
す
で
に
法
華
経
の
経
説
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、

今
法
華
定
二天
性
一審
二父
子
一、
非
二復
客
作
一。
故
常
不
軽
深
得
二此
意
一、
知
■

切
衆
生
正
因
不
フ滅
、
不
二
敢
軽
慢
一。
於
二
諸
過
去

仏
一現
在
若
滅
後
、
若
有
レ聞
・Ｌ
句
一、
皆
得
レ成
二仏
道
一、
即
了
因
不
レ滅
。
低
頭
挙
手
皆
成
二仏
道
一、
即
縁
因
不
レ滅
也
。

『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し
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応
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と
、
信
解
品
や
不
軽
品
、
或
い
は
ま
た
法
師
品
や
方
便
品
の
経
説
を
も
と
に
、
正
因

・
了
因

ｏ
縁
因
の
三
仏
性
が
衆
生
に
お
い
て
不
滅
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、　
一
切
の
衆
生
が
仏
性
を
有
し
、
仏
子
と
な
り
得
る
の
は
、

於
二
法
華
一発
二大
乗
解
一、
自
称
一一一昔
日
非
二
真
仏
子
一。
今
説
一二
実
之
道
一。
従
レ聞
悟
解
法
身
得
レ生
。
従
二
仏
口
一生
、
是
聞
慧
中
法

身
生
、
従
法
化
生
是
思
慧
中
法
身
生
。
得
仏
法
分
是
修
慧
中
法
身
生
。
三
慧
成
就
是
真
仏
子
。

と
、
馨
喩
品
の
領
解
段
を
引
用
し
、
聞

・
思

・
修
の
二
慧
が
成
就
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
が
、　
天
性
た
る
仏
性
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
説
法
と
い
う
ひ
と
つ
の
結
縁
が
基
点
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
十
六
王
子

の
覆
講
法
華
と
い
う
点
に
見
い
出
し
、
例
え
ば
、

〈
３６
）

二
万
仏
時
教
二無
上
道
一、
十
六
王
子
覆
二講
法
華
一。
従
レ是
已
来
恒
為
二春
属
一、
世
世
与
レ師
倶
生
。

と
か
、
或
い
は
ま
た
、

往
昔
覆
講
結
縁
繋
珠
、
二
万
億
仏
教
二無
上
道

一。

と
述
べ
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
覆
講
法
華
に
着
日
し
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
理
由
は
、
い

わ
ゆ
る
種

・
熟

・
脱
の
三
種
益
物
と
の
関
連
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

此
経
明
私

設
レ教
元
始
、
巧
為
二衆
生
み
Ｔ
頓
漸
不
定
顕
密
種
子
上
。
中
間
以
二頓
漸
五
味
一、
調
伏
長
養
而
成
二
熟
之
一。
又
以
二
頓
漸

五
味
一而
度
二
脱
之

一。

と
述
べ
ら
れ
る
が
如
く
、
大
通
仏
の
結
縁
以
後
、
今
世
の
釈
迦
仏
の
法
華
の
会
座
に
至
る
ま
で
の
化
導
の
過
程
を
、
種

。
熟

・
脱
の
三
世

益
物
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
法
華
経
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
し
て
注
目
し
、
そ
れ
を
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
春
属
を
把
握
し
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よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従

っ
て
、
こ
う
い
っ
た
春
属
の
捉
え
方
の
根
底
に
は
、
性
悪
思
想
や
十
界
互
具
が
あ
る
こ
と
は
無
論
で
あ
る
が
、
い
ま

一
つ
に
は
衆
生

の
化
益
の
道
程
を
法
華
経
の
経
説
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
、
三
益
論
と
の
密
接
な
関
係
が
存
在
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
四
）

以
上
、
『玄
義
』
の
所
説
に
基
づ
い
て
、
智
顎
の
春
属
に
対
す
る
見
解
を
見
て
き
た
が
、
智
顎
の
前
後
の
他
説
と
も

っ
と
も
相
違
す
る

点
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
法
華
経
の
父
子
相
関
の
説
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
種
々
の
衆
生
を
理
性
の
春
属
と
し
て
捉
え
分
類
し
、
就
中
仏
に

対
し
て
逆
害
を
行
ず
る
も
の
や
反
仏
道
的
な
も
の
た
ち
ま
で
を
積
極
的
に
仏
の
春
属
と
し
て
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
法
華
経
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
こ
そ

「妙
」
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
台
智
顎
に
と
っ
て
、
現
前
の
様
々
な
衆
生
の
真
実
相
を
明
か
し
ヽ
仏
の
春
属
た
り
得
る
こ
と
を
証
し
て
い
く
こ
と
が
、

実
は
そ
の
ま
ま
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
、
仏
教
に
よ
る
救
済
の
対
象
に
な
り
得
る
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
の
で
あ
っ
て
、

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
真
の
宗
教
的
価
値
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
更
に
検
討
を
加
え
、
能
化
の
神
通

・
説
法
、
或
い
は
所
化
の
被
る
功
徳
や
利
益
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
よ
り
感
応
道
交
の
本
質
を

探
り
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

「法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し
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「法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
公
し

（計正
）

（
１
）
拙
稿

「
『法
華
玄
義
』
に
お
け
る
感
応
道
交
に
つ
い
て
」
註
３
参
照

（『興
隆
学
林
紀
要
』
六
号
　
平
四
）

（
２
）
『大
智
度
論
』
巻
三
二

（大
正
二
五

・
三
〇
三
ｂ
）

（
３
）
『観
無
量
寿
仏
経
疏
』
巻
二

（大
正
三
七

ｏ
二
五
七
ｃ
）

（
４
）
『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二
・
七
五
五
ｂ
）

（
５
）
同

右

　

〃

（
　
〃
　
　
・
　

〃
　

）

（６
）
同

右

　

〃

（
　
″
　
　
・
　

〃
　

）

（
７
）
同

右

　

〃

（
　
″
　
　
・
　

フ
　

）

（
８
）
同

右

　

〃

（
　
″
　
　
・
　

〃

Ｃ
）

（
９
）
同

右

　

″

（
　
〃
　
　
・
　

″
　

）

（
１０
）
『妙
法
蓮
華
経
』
巻
二

「善
喩
品
」
に
、
「我
亦
如
レ是
、
衆
聖
中
尊
、
世
間
之
父
。　
一
切
衆
生
、
皆
是
吾
子
。」

刷
妙
法
蓮
華
経
』以
下

『縮
妙
』
と
略
称

ｏ
一
三
二
）

（
Ｈ
）
『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二
・
七
五
五
ｃ
）

（
‐２
）
同

右

　

〃
　

（
　
″
　
　
・
　

″
　

）

（
‐３
）
同
　
右

　

〃
　

（
　
〃
　
　
・
七
五
六
ｂ
）

（
‐４
）
『雑
宝
蔵
経
』
巻

一
に
、
「
爾
時
鹿
女
、
日
月
満
足
、便
生
二千
葉
蓮
華
ち
…
　
開
而
看
レ之
、
見
二
千
葉
蓮
華
一。
一

取
レ之
養
育
、
以
漸
長
大
、
各
皆
有
二大
力
士
之
力
一。
…
　
欲
レ知
二彼
時
千
子
者
一、賢
劫
千
仏
是
也
。」
と
あ
る
。

と
あ
る
。
翁
縮

葉
有
一二

小
見
一。

（大
正
四
・
四
五
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二
ｃ
～
四
五
三
ａ
参
照
）

（
‐５
）
『妙
法
蓮
華
経
』
巻
四

「授
学
無
学
入
記
品
」
翁
縮
妙
』
二

一四
一
じ

（
‐６
）
『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二

ｏ
七
五
六
ｂ
）

（
‐７
）
同

右

　

″

（
　
〃
　
　
。
　

〃
　

）

（
‐８
）
同

右

　

〃

（
　
〃
　
　
・
　

〃
　

）

（
‐９
）
『妙
法
蓮
華
経
』
巻
二

「馨
喩
品
」
に
、
「
為
曇
理
戸
聞
一、
説
三
是
大
乗
経
、
名
二妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
一。」
と
ぁ
る
。

合
縮
妙
』
・
一
〇
八
）

（
２０
）
同
　
右
　
巻
四

「
五
百
弟
子
受
記
品
」
に
、
「
内
秘
二
菩
薩
行
ヽ
外
現
二
是
声
聞
一、
少
欲
厭
二
生
死
一、
実
自
浄
二
仏
土
一。
示
三
衆

有
・一三
毒
一、
又
現
二邪
見
相
一。
我
弟
子
如
レ是
、
方
便
度
一一衆
生
一。」
と
ぁ
る
。
Ｇ
縮
妙
』
二

〓
一九
）

（
２‐
）
『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二

・
七
五
六
ｂ
）

（
２２
）
同

右

　

〃

（
　
〃
　
　
・
　

〃
　

）

（
２３
）
同

右

　

″

（
　
〃
　
　
・
　

〃

Ｃ
）

（
２４
）
『妙
法
蓮
華
経
』
巻
二

「信
解
品
」
翁
縮
妙
』
。
一
四
七
）

（
２５
）
同
　
右
　
巻
三

「薬
草
諭
品
」
（同
右

・
一
七
六
）

（
％
）
同
　
右
　
巻
七

「
如
来
神
力
品
」
（同
右

ｏ
二
九
二
）

（
２７
）
『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二

・
七
五
六
ｃ
）

（
器
）
同
　
右

　

″
　

（
　
″
　
　
ｏ
七
五
七
ａ
）

（
２９
）
同

右

　

″

（
　
〃
　
　
・
　

〃
　

）

「法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
含
じ
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『法
華
玄
義
」
に
お
け
る
感
応
道
交
含
し

『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二

・
七
五
七
ａ
）

同
　
右

　

〃
　

（
　
″
　
　
・　
　
〃
　

）

同
　
右

　

〃
　

（
　
″
　
　
・　
　
″
　

）

天
台
智
顎
は
、
す
で
に
法
華
経
に
於
て
仏
性
を
悟

っ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
「灰
心
二
乗
処
処
不
レ入
、
於
二
法
華
一忽
然
得
レ
入
。

故
涅
槃
遥
炉

八
千
声
聞
得
レ授
二
記
前
一。如
丙
秋
収
冬
蔵
、更
無
乙
所
作
甲
。
」
と
、
二
乗
作
仏
を
挙
げ
、
故
に
涅
槃
経
に
於
て
八
千
の

声
間
に
対
す
る
授
記
も
可
能
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
天
「間
二華
厳
師
一、
頓
極
之
教
、
説
一■

切
衆
生
有
二仏
性
一不
。
若
其
有
者

二
乗
何
不
二
聞
レ経
授
記
作
仏
一、
那
忽
如
レ聾
如
レ唖
。」
と
い
い
、
華
厳
経
に
於
て
も
二
乗
は
作
仏
せ
ず
如
聾
如
唖
で
あ
っ
た
の
で
、

未
だ
仏
性
は
説
か
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
（
い
ず
れ
も

『玄
義
』巻
六
下

・
大
正
三
二

・
七
五
七
ａ
参
照
）

『玄
義
』
巻
六
下

（大
正
三
二

・
七
五
七
ｂ
）

同
　
右

　

″
　

（
　

〃　
　
・
七
五
五
ｂ
～
ｃ
）

同
　
右

　

″
　

（
　
″
　
　
・　
　
〃

ｂ
）

同
　
右

　

〃
　

（
　
″
　
　
・
七
五
七
ａ
）

同

右

巻

一
上

（
　
″
　
　
・
六
八
四
ａ
）

38  37  36  35  34 33  32  31  30
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